
り
、
本
市
が
５
市
１
町
の
平
均
に
比

較
し
、
約
４
・
５
％
低
い
数
値
で
す

が
、
そ
の
要
因
は
、
既
成
市
街
地
整

備
を
進
め
る
一
方
、
南
部
地
区
内
整

備
な
ど
、
先
行
投
資
型
の
事
業
展
開

を
図
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
直
に
使

用
料
収
入
に
つ
な
が
る
投
資
効
果
が

表
れ
る
ま
で
相
当
の
期
間
を
要
す
る

状
況
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
市
の
普
及
率

は
、
県
平
均
に
比
べ
低
い
状
況
で
す

の
で
、
引
き
続
き
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
健
全
経
営

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

平成１９年（２００７年）２月

４

民
間
事
業
者
の
創
意
と
工
夫

が
反
映
さ
れ
る
業
務
を
選
定
し

て
、
官
民
又
は
民
間
競
争
入
札
に
よ

り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維
持
向

上
及
び
経
費
の
削
減
を
図
る
公
共
サ

ー
ビ
ス
改
革
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

こ
の
法
律
は
、
国
の
行
政
機

関
等
又
は
地
方
公
共
団
体
が
自

ら
実
施
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
関

し
、
民
間
事
業
者
の
創
意
工
夫
が
期

待
さ
れ
る
一
体
の
業
務
を
選
定
し
て

官
民
競
争
入
札
又
は
民
間
競
争
入
札

に
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
維
持
向
上
、
経
費
の
削

減
を
図
る
改
革
を
進
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
無
駄
の
な
い
効
率
的
な
行

政
運
営
、
団
塊
の
世
代
職
員
の
大
量

退
職
後
の
行
政
組
織
内
の
人
的
資
源

の
問
題
な
ど
、
職
員
定
員
管
理
の
観

点
か
ら
も
有
用
な
手
段
の
一
つ
と
考

え
、
今
後
は
先
進
自
治
体
で
の
取
り

組
み
、
顧
客
満
足
度
の
観
点
か
ら
の

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
効
果
や
業
務
改
革

効
果
、
個
人
情
報
の
保
護
等
の
課
題

な
ど
を
踏
ま
え
、
導
入
の
可
能
性
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

A Q

幸
之
宮
町
会
に
立
て
て
あ
っ

た
た
て
看
板
が
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
解
決
し
た
の
か
、
ま
た
、
解

決
し
た
の
で
あ
れ
ば
そ
の
内
容
に
つ

い
て
も
あ
わ
せ
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

去
る
、
９
月
１１
日
に
最
終
処

分
場
及
び
同
周
辺
整
備
に
つ
き

ま
し
て
、
地
元
町
会
長
を
は
じ
め
役

員
の
皆
様
と
協
議
を
し
ま
し
た
。

こ
の
協
議
の
中
で
、
町
会
の
方
々

か
ら
の
ご
意
見
な
ど
を
伺
い
、
４
点

の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
双
方
が
確
認

し
、
１１
月
１４
日
付
け
文
書
に
て
回
答

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
た
て
看
板
は
、
自
主
的
に
撤
去

し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
内
容
に
つ
い
て
は
、

①
３
号
水
路
及
び
市
道
１
３
８
３
号

線
の
道
水
路
整
備

②
市
道
１
２
９
３
号
線
の
道
路
整
備

③
３
―
５
号
水
路
及
び
５
号
水
路
の

流
下
能
力
等
の
検
討

④
３
―
５
号
水
路
の
堰
、す
な
わ
ち
、

角
落
と
し
の
管
理

の
４
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
は
、
毎
年
、
地
元
町
会
の
皆

様
に
事
業
内
容
の
ご
説
明
等
を
行

い
、
十
分
な
理
解
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

A Q

東
京
外
環
自
動
車
道
八
潮
Ｐ
Ａ
計
画

に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速

道
路
保
有
債
務
返
済
機
構
と
東

日
本
高
速
道
路
㈱
に
よ
る
八
潮
Ｐ
Ａ

工
事
の
協
定
が
結
ば
れ
た
。
工
事
予

算
約
２
４
７
億
円
・
完
成
予
定
平
成

２８
年
３
月
末
。
八
潮
市
の
北
部
開
発

は
も
と
よ
り
市
に
と
り
大
き
な
影
響

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
件
に
つ

き
市
の
対
応
を
伺
う
。

外
環
Ｐ
Ａ
の
整
備
が
位
置
づ

け
さ
れ
て
い
る
北
部
地
区
は
広

域
交
流
と
し
て
の
位
置
付
け
が
、
高

ま
る
。
市
と
し
て
は
北
部
拠
点
形
成

を
進
め
る
上
で
大
変
意
義
が
あ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
現
在
、
東
日
本
高

速
道
路
㈱
及
び
外
環
八
潮
複
合
型
Ｐ

Ａ
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
と
八
潮
市

は
情
報
交
換
を
行
っ
て
お
り
、調
査
、

研
究
し
て
い
る
。
引
き
続
き
外
環
八

潮
複
合
型
Ｐ
Ａ
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
を
支
援
し
、
地
元
地
権
者
の
八
潮

市
八
條
地
区
北
部
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
に
対
し
て
も
、
今
後
の
動
向
に
よ

り
、
支
援
を
検
討
し
た
い
。

A Q

公
共
下
水
道
に
つ
い
て

経
営
の
効
率
性
を
表
わ
す
使

用
料
単
価
・
汚
水
処
理
原
価
・

使
用
料
回
収
率
に
つ
い
て
、
八
潮
市

の
状
況
と
近
隣
自
治
体
の
状
況
を
見

て
、
八
潮
市
の
下
水
道
事
業
は
健
全

運
営
さ
れ
て
い
る
か
、そ
の
考
え
は
。

使
用
料
単
価
は
、
八
潮
市
が

９１
・
８
円
、
近
隣
５
市
１
町
の

平
均
が
９３
・
７
円
で
す
。
汚
水
処
理

原
価
は
、八
潮
市
が
２
２
０
・
４
円
、

５
市
１
町
の
平
均
が
２
２
２
・
８
円

で
す
。
使
用
料
回
収
率
は
、
４１
・

６５
％
、
５
市
１
町
の
平
均
が
４６
・

１０
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

使
用
料
回
収
率
は
、
経
営
状
況
を

最
も
表
わ
す
指
標
と
言
わ
れ
て
お

A Q

平
成
１９
年
度
の
予
算
編
成
に

つ
い
て
は
、
明
年
度
の
国
の
経

済
、
財
政
運
営
等
を
考
慮
し
な
が
ら

判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
歳

入
の
見
通
し
は
ど
の
位
に
立
て
て
い

る
か
。
ま
た
、
歳
入
状
況
を
把
握
し

な
が
ら
、
市
民
要
望
等
を
受
け
て
執

行
部
と
し
て
は
基
本
的
な
考
え
や
判

断
を
ど
こ
に
置
き
予
算
編
成
す
る
の

か
。
特
に
今
年
６
月
に
市
民
意
識
調

査
の
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
を
１９
年
度
の
施
策
に
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
せ
て
い
く
か
。

�イ

保
健
医
療
施
設
、
体
制
の
充

実
、
�ロ

排
水
路
、
下
水
道
の
早
期

整
備
、
�ハ

高
齢
者
福
祉
対
策
に
つ

い
て
、
�ニ

市
民
生
活
の
安
全
を
守

Q

質問者 西俣　総志

瀬戸知英子

武之内清久

吉田　準一

織田　　一

柳
澤
　
功
一
●

公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革
に
つ
い
て武

之
内
清
久
●

最
終
処
分
場
等
に
つ
い
て

平
成
１９
年
度
の
八
潮
市
の
政
策
形
成

に
つ
い
て

一般質問から 

る
防
犯
防
災
対
策
、
�ホ
公
共
交
通
機

関
の
整
備
に
つ
い
て
の
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

予
算
規
模
に
つ
い
て
は
、
定

率
減
税
の
廃
止
等
に
よ
り
市
税

が
増
と
な
る
た
め
今
年
度
位
の
収
入

が
見
込
め
ま
す
。
行
政
施
策
の
基
本

で
あ
る
都
市
基
盤
の
整
備
、
少
子
高

齢
化
社
会
に
対
応
し
た
地
域
福
祉
施

策
の
推
進
、
災
害
、
安
全
、
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
、
産
業
振
興
を
進
め
る

た
め
、市
民
ニ
ー
ズ
を
充
分
把
握
し
、

緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
解
決
を
図
る

べ
く
、
で
き
る
限
り
対
応
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
久
保
龍
雄
●

初
山
　
繁
雄
●

平
成
１８
年
第
４
回
定
例
会
の
一

般
質
問
は
、
１２
月
１５
日
、
１８
日
、

１９
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
１８
人

の
議
員
が
５１
項
目
の
質
問
事
項
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
を
求
め
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
各
議
員
の
主
な

質
問
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
見

解
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
２
月
下
旬

頃
、
更
新
予
定
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

用
語 

一
般
質
問 

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の

仕
事
全
般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関

か
ら
現
在
の
状
況
や
こ
れ
か
ら
の

考
え
を
聞
く
こ
と
で
す
。 

豊
田
　
吉
雄
●

A


